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日頃より本校の教育活動について多大なるご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上

げます。 
 さて、先日は学校評価アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。皆様からお
寄せいただいた貴重なご意見を真摯に受け止め、今後の学校教育活動に生かしてまいります。 

学校ＨＰには
ＱＲコードを
クリックでア
クセス！ 

【表の見方】   対象：生徒、保護者、教師 
回答方法：５段階評価  （・当てはまる ・少し当てはまる ・あまり当てはまらない  

・当てはまらない ・わからない） 
数値：肯定的な回答（「当てはまる」「少し当てはまる」）の合計割合（％） 

アンケート結果より 

○生徒、保護者、教師とも

に肯定的な回答の項目

が多く、学校教育活動

全体に対しては概ね理

解をいただいている状

況である。 

●教師、生徒、保護者間

で学校教育目標やマイ

プロジェクト等の捉え

方に差があり、それを

埋めていくための取組

が必要である。 

自由記述内容より 

○教師のあたたかい心配りや、生徒一人ひとりへの丁寧な対応に、多くの感謝の声が寄せられた。 

○級友や部活動の仲間に恵まれ、充実した学校生活を送ることができているという評価をいただい

た。 

●生徒・保護者の信頼に足りうる、教師の言葉や行動の配慮が求められる。 

●生徒や保護者の視点に立った誠実な対話を重ね、安心感と信頼感につながる適切な指導を心がけ

ていくことが求められる。 

●いじめや安全面の課題については、引き続き学校で迅速に対応していく必要がある。 

●施設の衛生管理や ICT活用の工夫、部活動指導など、適切な配慮を求める声が寄せられた。 

 昨今、SNS上で暴力的な動画が拡散されるなど、インターネット利用を巡る極めて憂慮すべき事態

が社会問題となっています。本校ではこうした現状を受け、全校生徒を対象に緊急の情報モラル教育

を今週から来週にかけて、学年ごとに実施しています。 

生徒指導主事からの話と文部科学省の映像資料を活用し、「軽はずみな SNSへの投稿」が一生消

えないデジタルタトゥーとなって自分を苦しめる怖さや、「その情報、広めて大丈夫？SNS拡散編」を

通して不用意な拡散が加害行為につながる危険性について具体的に学びました。 

 ネットトラブルの多くは学校外の時間帯に発生しています。 

合志市では、PTA協議会の申し合わせで「夜１０時から朝６時まではスマートフォンを親が預かる」と

いう取組を行っています。この機会に、ご家庭でも、再度 SNSとの向き合い方について話し合って

いただければ幸いです。 

「情報モラル教育の実施」 ー SNSとの向き合い方についてー 

https://jh.higo.ed.jp/ngoshis/

